
日 時 202６年２月４日（水）

１３時３０分から１7時0０分

場 所 産業技術イノベーションセンター

第一研修室（茨城町長岡3781-1）

内 容 ○ 自動化・省力化支援結果の報告

以下の支援結果を例に、自動化・省力化の勘どころと、

課題解決に向けたアプローチ方法を紹介

①外観検査自動化 ②おしぼり個数計測

③生産設備データ自動収集 ④牛受精卵の画像診断

○ 生産性向上技術の最新動向（会員企業からの発表）

・出張ゼロで遠隔指導！現場DXを加速するスマートグラス活用術（XR大忠システム）

・I-MONGでフィジカルインターネット実現（アイオーテック合同会社）

・ラボオートメーションの最前線～どんな操作も自動化できる！？（JAEA）

報道関係者 各位
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当センターでは、企業の生産性向上を推進するため、自動化・省力化研究会を令和4年度に設

立し（現会員数108社）、自動化・省力化に関する必要な技術支援や情報提供等を通じて、企業

の意識向上や会員企業間での連携・交流促進等を図っています。

このほど、当センターが本年度に実施した自動化・省力化支援の集大成として、中小企業等の

実課題を解決した支援事例や、生産性向上につながる最新の技術動向などに関する報告会を下

記のとおり開催いたします。

報告会では、支援を行ったモデル企業と会員企業との意見交換をはじめ、当センターが試作し

た自動化・省力化システムの展示・実演も行いますので、報道各社におかれましては、ぜひ会場で

の取材を賜りますようお願いいたします。

記

中 小 企 業 の 省 力 化 を 促 進 ！

ー 「自動化・省力化研究会報告会」の開催について ー

昨年度の報告会の様子


